
「深部静脈血栓症」および
「肺塞栓症」について

静脈の血流が悪くなることで、「深部静脈血栓症」を起こす可能性
があります。さらには、「肺塞栓症」など取り返しのつかない事態
につながる場合もあります。こうしたリスクを低減するため、静脈
の血流を促すことが重要です。

下肢の静脈還流を受動的に促進する方法

●空気圧式マッサージ器などの器具
空気圧式マッサージ器などの器具を用いて、
足の裏やふくらはぎなどを外部から
断続的に圧迫して、受動的に静脈の
血流を促す方法です。

理学療法
器具や用具などを用いて血流を促す療法です。

くわしくは、医師にご相談ください。

http://www.sigmax.co. jp/

入院時の血流の促進には、早期離床により体を動かすことが良いとされ
ていますが、やむを得ず、長期間の安静が必要になる場合や体質的に血
栓ができやすい場合は、下記の療法を用いることがあります。
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薬物療法
薬を用いて血栓をできにくくする療法です。
血液が固まるのを防ぐ「抗凝固療法」と、血小板の機能を抑えて血栓の
形成を抑える「抗血小板療法」があります。
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●医療用弾性ストッキング

足首から脚の上部にいくにしたがって、圧迫力を

段階的に変えることにより、下肢に適度な

圧迫を加えて血流のうっ滞を

起こりにくくするものです。

DIC2530

0023 P37200 2015.01



深部静脈血栓症は、こんな時に起こりやすい 

疾患や外傷など、何らかの原因から生じた生体反応で、 
血液が凝固しやすくなっている場合。 

A・Bは、骨格筋が弛緩して
いる状態。Cは、骨格筋が
収縮して静脈を圧迫し、血
流が促進されている状態。 
 

血栓ができてしまうと･･･ 

静脈の血流を促進することは、血栓症やそれに伴う肺塞栓症の
発生リスク低減に有効です。 
血流の促進に効果的な方法をご紹介します。 

血液は、動脈と静脈を通じて人間の体をめぐっていますが、静脈の血流が
うっ滞（うっ血・停滞）すると、血管内に血液の塊「血栓」ができやすくなります。
下肢の深い部分にある静脈に血栓ができる症状を「深部静脈血栓症」といい、
身体に様々な影響を与えるようになります。 

深部静脈血栓症とは？ 

外傷など何らかの原因で、静脈血管の壁に傷が 
ついてしまった場合。 

※また、妊娠中や出産時にも発生しやすいと 
　いわれています。 
 

【エコノミークラス症候群／旅行者血栓症】 
 

旅行中など、身近に起こることも！ 

深部静脈内にできた血栓が、離床時や体を動かし始めた時に血液の流れに
乗って肺動脈まで達すると、肺動脈が詰まってしまう「肺塞栓症」を起こ
すことがあります。そのために入院期間が延長されたり、呼吸困難や心肺
停止に陥ったりして、新たな治療が必要になることもあります。命に関わ
る場合も少なくありません。 

血栓が肺に達すると、肺塞栓症を引き起こす可能性があります。 

●静脈の血流のうっ滞とは？ 
静脈では、歩行などの運動によって静脈周囲の骨格筋が収縮して血管が
圧迫され、血液が押し上げられて血流を促進します。また、静脈の中に
は静脈弁があり、血液の逆流を防いでいます。しかし、血行が悪くなる
状態（例えば、長期間の臥床や座りっぱなしなど脚を動かさず筋の収縮
がない状態）が続くと、脚がむくむ、重くなるなどということが起こり
やすくなります。このように、静脈流が滞っている状態を「うっ血」ま
たは静脈の血流の「うっ滞」といいます。 

手術中や手術後の長期間の臥床や同じ姿勢で座りっぱなしなどで、 
下肢を動かさない状態が続き、血流のうっ滞が起こりやすい場合。 
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